


はじめに 

 「三重県まち・ひと・しごと創生総合戦略（仮称）」は平成
26年11月に制定された「まち・ひと・しごと創生法」に基づ
き策定するもので、三重県における人口の現状と将来展望を示
す「三重県人口ビジョン（仮称）」を踏まえ、本県の人口減少
の課題に的確に対応するとともに、地域の自立的かつ持続的の
活性化を図るため、現状と課題、めざす姿、今後5年間（平成
27～31年度）の目標や基本的な取組方向等を示すものです。 

  「三重県まち・ひと・しごと創生総合戦略（仮称）」 及び
「三重県人口ビジョン（仮称）」については、本年9月に三重
県議会に最終案を示すこととしています。本日の資料は、本年
6月に公表した中間案をベースに、最終案の検討を一部反映さ
せて整理したものです。 
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～基本的な取組方向～ 

•ライフプラン教育の推進 

•子どもの貧困対策 

•児童虐待の防止 

•社会的養護の推進 

ライフステージ１ 
子ども・思春期 

•若者の雇用対策 

•出逢いの支援 

ライフステージ２ 
若者／結婚 

•不妊に悩む家族への支援 

•切れ目のない妊産婦・乳幼
児ケアの充実 

•周産期医療体制の充実と在
宅での療養・療育支援 

ライフステージ３ 
妊娠・出産 

•保育・放課後児童対策など
の子育て家庭の支援 

•男性の育児参画の推進 

•発達支援が必要な子どもへ
の対応 

ライフステージ４ 
子育て 

•若者の県内定着の促進 

•子どもの能力の育成と人口
減少に対応する教育体制の
確保 

ライフシーン１ 
学ぶ 

•しごとの創出 

•産業人材の育成 

•働く場・働き方の質の向上 

 

ライフシーン２ 
働く 

•総合的な移住の促進 

•暮らしの安全・安心の確保 

•いきいきと豊かに暮らせる
地域づくり 

•地域資源の活用による交流
人口の拡大 

ライフシーン３ 
暮らす 
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自然減対策 社会減対策 






























